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1．本稿の課題と方法
　私は最近数年間，日本の階層構造がどのようなものであるのかを調査を通じて解明して
みようと試みてきた。私の場合，学歴，年齢，所得，職業，勤務先規模，従業上の地位，
職業上の権力的地位などの階層化の次元をもっとも総合的に代表する社会階層の地位指
標として「職業階層」をとり，これがどのようなものとして階層構造を形成しているか
を経済生活状態，生活意識を中心に明らかにしょうとしてきた。その際，なかんづく，
中流意識に着目しつつ，階層構造とそれとの関係をも解明すべき一課題として重視してき
た。本稿は，こうした私の研究の延長線上にあり，職業諸階層の政治態度を解明し，そこ
に焦点をおいて日本の階層構造の政治意識次元の問題を明らかにしてみたいと試みたもの
である。
　私はこうした課題を従来やってきたように社会調査による現実の観察を通して行なって
行く。今回は，種々のおかれている条件の制約の下で，倉敷市民を母集団とするサンプ
リングによって「倉敷市民の階層構造」を事例研究として行なうものである。本稿では，
地域社会としての倉敷市の住民の階層構造が問題なのではない。いうまでもなく，サンプ
リングの方法からして倉敷市の階層構造特性を論ずることができるデータであるが，本稿
においてはそうした観点からではなく，倉敷市の場合を日本の階層構造の一つの個別的な
事例とみなして，その限りで論じている。
　（，i）調査の概略
　まず，調査の概略について報告しておく。
　調査は倉敷市民を対象とし，倉敷市選挙人名簿より男性のみを対象として，単純無作為
に1／242を抽出した。
　表1は6地区別にサンプルに抽出数とその回収率を示したものであるが，茶屋町，児島
の2地区はやや回収率が低いが，いずれも62％以上の回収率であった。表に記載されてい
る回収数は有効回答のみであるが，この他に21の無効の回答票があった。これは，例えば
重度の身障者であり，回答不能である人とか，女性が代って回答したとかいうものであっ
た。これによると，我々のサンプルはほぼ各地域についてひどい偏りなしに回収されてい
るといえる。（より細かな町丁別集計でもほぼ同様の結果を確認している。）
　表2～表6は，我々のサンプルの構成と倉敷市民の構成を比較したものである。
一142一
社会諸階層の政治的態度と政党支持　53g
表1　6地区別サンプル数および回収率
有効回答数地　　区　　名 サンプル数 転居先不明 有効回答数 　　　　　×100Tンプル数
日　　　　　敷
?@　　　　島
凵@　　　　島
ﾊ　　　　　島
@　　庄
メ@　屋　　町
370
Q30
Q03
P51
R1
Q4
????254
P48
P26
G03
Q3
P5
68．6
U4．3
U2．1
U82
V4．2
U2．5
計 ユ，009 25 669 66．3
（注）調査票回収数690，無効回答21，有効回答669
　年齢別でみると，我々のサンプルは若者が少なく，中高年が多いということになってい
る。この偏りは年齢の低い人ほど回答に協力してくれる人が少なく，また，訪問してもほ
とんどが不在であるという事情による。全般的に調査に協力してくれる人の回答が集めら
れ，協力してくれない人の回答をえられなかったという偏りが多少ともあることは否めな
い。調査に協力してくれない人が比較的多いのは，まず青年層であった。
　表4にみる従業上の地位別集計では，役員，業主層に多く，家族従業員に少なく偏りが
みられる。これは家族従業員に青年層が多く，役員，業主層に協力する人が多かったため
とみてよいと思う。しかし，致命的な偏りともいえぬであろう。産業部門別には第三次産
業において3％低いという結果をみている。
　以上によって，我々の回固しえたサンプルの集団が母集団とそれほど大きな距りのない
ものであることを推定できるように思う。この意味で我々は倉敷市民の諸階層における政
治的態度を問題にしうるとしたい。しかし，前述したようにこの地域性の観点からの階層
構造の分析は別皿に譲ることにしている。
　（ロ）調査の内容の分析方法
　以下，この調査の調査項目と本稿における分析，記述の順序を概略してのべておこう。
調査票そのものについては記述の中で紹介して行く事にして，調査票で得ようとした情報
が何で，それをどのような手順で分析記述したかを要約すると次の如くである。
　第1に，我kの調査票は，倉敷市民の階層構成を分析するために，階屑的地位を構成す
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表2
年　齢　構　成　　（男）　昭57．10．1
20代 30代 40代 50代 60代
倉敷市民の構成 20．9 29．5 23．7 17．1 8．9
回収サンプルの構成 14β 26．0 2与・4 22．7 10．2
表3
住　　　　宅　　　　形　　　　態　　　　　　　　　　　　　　　昭55
持　ち　家 公営・公団・?ﾐの借家 民間借家 給与住宅
倉敷市民の構成 61．0 6．0 22．4 10．5
回収サンプルの構成 76．4 2．9 11．3 9．3
表4
従　　　業　　　上　　　の　　　地　　　位　　　昭55
雇　用　者 役　　　員 雇人のあるﾆ　　　主
睦人のない
ﾆ　　　主 家族従業者
倉敷市民の構成 72．9 4．2 3．4 12．5 7．3
回収サンプルの構成 72．4 9．3 4．5 11．2 2．7
表5
産　　業　　別　　（男）　　昭55
第1次産業 第2次産業 第3次産業
倉敷市民の構成 4．9 52．5 42．6
回収サンプルの構成 6．3 54．1
139．6
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表6
政　　　党　　　別　　　得　　　票　　　率　　昭58年12月衆院選
自民 社会 公明 民社 共産 その他
　　　　　・q敷市民の構成 50．4 15．6 15．8 13．8 2．9 1．5
回収サンプルの構成 44．1 21．3 9．9 17．5 4．7 2．4
る幾つかの属性に関する質問を行なっている。本稿では，まずこれら属性間の相関を分析
し，「職業諸階層」を総合的な階層的地位指標として選び，これにもとずいて倉敷市民全体
の階層的構成を推定している。そして，職業階層に総括される属性間の相関を分析する方
法で諸階層の属性からみた内容の記述を行なっている。
　第2に，我々の調査票は，市民の政治態度を明らかにするために幾つかの部分からなる
多数の質問を行なっている。その部分とは，
　イ，市民の生活諸領域に関する市民の生活要求度を調査する部分。ロ，市民が現在の日
本の社会体制をどのようなものとして認知しているかを9っの次元について調べた部分。
ハ，市民が政治に対してどのような疎外感を抱いているかについて調査した部分。二，最
後に，政党や候補者を選択するに当ってどのような基準を重：視するか，という形で質問し
た現在の日本の政治システムに対する人々のもつ価値標準について調査した部分。本稿で
はこれら4つの部分は相互に関連して人々の政治態度の一部を構成している．と想定し，こ
れら4つの意識部分の複合として政治的態度を分析しようと試みている。これら4つの領
域をそれぞれ構成する幾つかの質問は，因子分析にかけられ，政治態度がどんな因子から
なるかという形で総合化されてとらえられるよう試みた。こうした因子を記述する形で，
まず市民に共通な態度を要約記述した。
　第3に，職業諸階層ともっとも相関の高い態度意識項目の析出を通して，諸階層の政治
態度の特性に対してもっとも寄与率の高い因子を選び出した。
　第4に，これらの因子を中心に，階層別の因子スコアを算出して検討することによって，
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現在，職業階層間にどのような政治的態度の特性がみられ，その点から基本的な職業諸階
層間の構造分化がどのようなものになっているかを推定した。
　第5に，我々の調査票は第三の部分として市民の政党支持や，昭和58年12月衆院選挙時
の投票政党を尋ねている。ついで本稿は，各政党の支持者に焦点をあてて，それぞれの政
党の支持者の政治態度の特性を分析し，倉敷市民を事例として，人々の政治態度に，いわ
は与党的一周頃的ともいえる二つの大きな態度の流れがあることを観察し記述している。
　第6に，我々は生活階層醇風意識（いわゆる中流意識）と階級帰属意識を尋ねているがこの
階層帰属と政治態度，および政党支持との関連を分析し，大きな相関のあることを見出した。
　第7に，我々は各政党がどのような階層を支持基盤としているか，また，各職業階層に
何らかの特定政党への支持傾向が存在するかどうかを問題として，この支持傾向とその階
層の政治態度，とりわけ，中流意識との関連を分析，記述している。
　以上が，本調査を構成する項目と，本稿の概略である。
2．倉敷市民の階層構成とその特性
　本章ではまず倉敷市民の階層構成と，それぞれの階層がどのような階層としての内容を
もつものかを明らかにしておきたい。我々はサンプルの属性として年齢，職業，従業上の
地位，勤務先規模，産業部門，学歴，収入形態，本人年収，世帯年収，住宅形態の10項目
について回答をえた9）これらの情報から諸階層の，階層としての特性を解明しておきたい。
まず，どんな地位指標によって階層構成を問題にする仕方が適当であろうか。
　次の図1はこれら属性間のクラマー係数をとったものである。いいかえれば，すべての
二品世間のクロス表をとってその相関をみたものといってよいが，係数の値0．2以上が明確
に相関を解釈しうるものといえる。0，2以上のものに注目して二項間の相関図を描いてみる
と，最も多くの属性＝階層的地位指標と高い相関をもつ地位指標は職業階層であるという
ことがわかるだろう。
　ここで職業階層と称するのは，職業と従業上の地位の二つの関連で再コードしたもので
あり，収入階層，勤め先規模ともっとも強い相関を持ちつつ，他の地位指標のすべてと高
い相関を示しているこ． ﾆは，それが幾つかの地位の複合としての社会階層的地位の客観的
指標として，もっとも適切なものである事を示しているといってよかろう。これについで
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図2　いくつかの属性指標の複合としての職業諸階層
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重要なものは収入階層である。収入階層はやはり社会的地位を一定程度総合的に示しうる
指標と考えうるが，職業階層上の地位に応じて収入階層上の地位が生ずると考え．られ，両
者は複合して，生産と消費の経済生活の上での階層的地位を示すものといえよう。
　その意味で我々は職業階層指標によって人々の社会階層としての地位の特性を明らかに
して行くことにしよう。そして，それぞれの職業階層はどんな地位の複合として存在して
いるのだろうかをまず本節で解明する。そして以後の節でそうした職業階層について，そ
の政治態度を解明して行こう。
　図2は次のようにして作成されてい．る。まず，それぞれの職業諸階瑠の内部にその他の
属性指標からみた人々がどのように分散しているかのパターンを描いてみた。そして，こ
のパターンをみながら，まず本人年収による所得階層のパターンの頂点が左寄りであり，
かっ全体として平均点が左寄りであるであろう順に上から整序的に職業階層をならべてみ
た。次に世帯総収入階層の分散のパターンによりつつ職業階層を上記と同じ原理でならべ
かえ，できるだけ順序のくいちがいを最小限にとどめる仕方で，本人収入による順序を調
整してみる，ということをした。こうして，より最初の段階できめられた順位を優先しつ
つ，学歴，勤め先規模などをならべて全体として，職業諸階層に一定の序列をつけてみた。
　以下，この表によりそれぞれの階層の特色を簡単に粗描しておこう。
　（イ）自営業引馬階層
　旧中間階層は全体として，他のいずれの階層よりも低収入，低学歴，高齢化という特
色をもつことは明らかである。本人収入による所得では年収325万以下層に過半が集中
している。また学歴においても，過半をしめるのは新制中卒（相当）以下層である。また，
年齢においては40歳以後の中高年が過半をしめているという点できわめて特徴的である。
いうまでもなく，家族を中心に零細な規模での事業を営み，大半が持家形態の住居で生活
をしている。旧中間階級の内部の階層に若干の特性上の差異がみられる。一方で「農民層」
が差異を示し，他方で「専門的・技術的自営業老層」が旧中間階級の枠を出たような差異
を示しており，鉱工運筆自営業，販売自営業，個人企業主に分類された層の人たちが，上
記の旧中間階層としての共通性を代表している。
　専門的・技術的自営業者層：この層は収入の点からみると，その内部にかなりの格差が
あり，本人年収225万以下に36％，625万以上の最上層に27％となっていて，平均的には一
概に議論してはならないと思われる特色を示している。この層は世帯総収入でみると46％
一152一
社会諸階層の政治的態度と政党支持　549
が最も高所得な層に属し，80％が専門学校・大学卒となっている。したがって，この層は
全体として倉敷市にみる旧中間階級の枠内に入らないような属性上の特色をもっといって
よいだろう。
　（ロ）労働者諸階層
　上記自営業者と若干パターンを異にしているのが，労働者階級といわれる職業諸階層で
ある。これら諸階層は概括していえば，収入階層では，本人収入で225万～475万，世帯総
収入で375万～675万未満層に過半が集中しており，学歴も高卒が過半をしめている。年齢
層も全体として低くなり，大体において30代層に最頻値がみられるもので，一番若い世代
がここに集中し，勤め先規模もいうまでもなく大きく，企業大組織の中で働く人の多くが，
この「階級」に集中する。
　しかし，この「階級」内部に幾つかの区別を必要とするであろう。
　生産的労働者＝ブルーカラー層とホワイトカラー層：図2のパターンを比較すると鉱工
運通従事者，すなわち生産的労働者層とそれ以外の即すなわちホワイトカラー層との間に
一定の差異が存する。ブルーカラー層は口入収入の点で専門的・技術的サラリーマンとパ
ターンの差異が目立つが，世帯総収入でみると，この層だけは若干左側に分散の形が寄っ
ており，（275万～375万未満層に24％）675万以上層がとりわけ少ない。学歴においても，大
学卒がホワイトカラーと比較してほとんどいないという点で差異を示している。
　これに対して，いわゆるサラリーマン層と不生産的労働者層を含めたホワイトカラー層
は，世帯総収入において同一の分散のパターンを示し，学歴において一定の大卒層を含ん
でいる点で共通である。しかし，むしろ，ホワイトカラー層は更に幾つかのサブ・カテゴ
リーに区別されると思われる。
　専門的・技術的職業従事者層とその他のホワイトカラー層1上層サラリーマン＝専門的・
技術的サラリーマン層は，本人収入による所得階層では475万以上層に46％が集中してお
り，高収入層が多い，又，短大小隅上層が50％もいて，管理部門に属する事務層とともに
大企業に集中している。本人高収入・高学歴というのがこの層の特徴であるとともに，管
理職や役員層のパターンを収入，年齢において左寄りに偏らせたという面もうかがわれ，
やがて年齢とともに管理職，役員層への可能性を秘めた管理職予備軍を含んでいるかのよ
うでもある。
　事務層及び，不生産的労働者は上層サラリーマンと比較すると，収入・学歴等ではむし
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ろより生産的労働者層に近い人を多く含んでいるといえるだろう。
　また，不生産的労働者層も独自の特性をもっているかの如くであるが，例えば，サービ
ス労働者には，金融部門や事業サービス部門のような高学歴者を多く含む労働者がいたり，
販売労働者には高学歴者が若年層を中心に増大しつつあるなど，ブルーカラー層に対する
ホワイトカラー層としての特性をもちつつも，他の労働者諸階層よりも勤め先規模が中小
である場合が多いという事が本事例において目につくところである。
　（ノ、）　経営者　・管理職層臼勺耳哉業言者階層
　この階層に含まれる職業諸階層はその他の階層と比較して本人収入においても，また世
帯総収入においても一層きわだって高所得層に属する人が多く，ホワイトカラー層と似て
高学歴であり，特に管理職層で大規模企業に属する人が多い。年齢においても，40～50代
が多いことも特色としてあげる事ができよう。
　会社役員・管理職層は，我々の調査サンプルでは中小企業に属する人が多く，また管理
的公務員，「その他（民間企業）管理職」層には中間的管理職が多く，いずれも大組織に属
する人が多かった。とりわけ後二者は，いわゆる労働者階級に属する中間管理職層と考え
られるが，我々は図の如く経営者・管理職層としてまとめておきたい。この点については，
本稿の主要な事実記述の一つとなるであろう。
　最後に，学歴，世代，勤務先規模，収入などの相関を示すパターンを示しておこう。（図3）
3．倉敷市民の政治意識の因子分析
　さて，ここで倉敷市民の政治意識の構造について明らかにしてみよう。
　私たちが回答してもらったうちの4つの質問，すなわち，市民の諸生活領域のニーズに
関する質問，社会体制をどう認知するかに関する質問，選挙に際してどんな選択基準を重
視するかに関する質問，政治的疎外感に関する質問の4っをとりあげ，これらの質問での
回答のそれぞれについて内容を分析し，それぞれの質問に対する回答を幾つかの因子に分
析し要約する。そしてこれら4つの態度要素と階層的地位指標との間にどのような相関
関係があるかをこれら項目間の相関分析によって解明し，我々が取りあげえた4つの要素
のかぎりではあるが，市民の政治意識の構造を明らかにしてみたい。
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X一　7一（イ）
　あなた様は日頃の生活の中で，過去，現在，未来にわたって利用し，加入し，関係し，
給付をうける，生活にとって必要な事柄がたくさんあります．
（イ）次の項目は，現在のあなた様の立場からみると，どの程度重要なことだと思われ
　　ますか？　該当する欄に○をつけて下さい．
非常に重要である まあ重要である
1．小・中・高校の教育施設，学校の教育活動 326　（48．7）214　（32．0）
2．親しめる自然や文化遺跡，自然や伝統文化をまもる活動 152　（22．7）300　（44．8）
3．公害の防止，補償 291　（43．5）237　（35．4＞
4．公園，上・下水道，交通の便，広場道路などの生活環境 317　（47．4）271　（40，5）
5．犯罪，救急措置，工場など安全管理 380　（56．8） 217　（32．4）
6．失業の不安のない職場 336　C50．2）200　（29．9）
7．仕事に見合った収入をえられる職業 314　（46．9）217　（32．4）
8．やりがいのある仕事 331　（49．5）229　（34，2）
9．災害のない職場 362　（54ユ） 192　（28．7＞
10．地位の上昇の見通しがある仕事 114　（17．0）239　（35．7）
11，医療施設と診断など 272　（40，7＞282　（42，2）
12．収入の増加，物価の安定などの所得に関すること 365　（54．6＞ 214　（32．0）
13，医療保険，保育所，身障者などのサービスや施設 254　（38，0）292　（43．6）
14．年金，定年後の収入，老人施設など老後の保障 388　（58．0） 187　（28．0）
15．職場の人間関係，会社や取引先など仕事上の関係 217　（32．4）282　（42．2）
16，家族・親戚の人間関係 329　（49．2）241　（36．0＞
17，町内会，PTA，サークルなどの住民の関係 79　（11．8） 296　（442）
18，リクリエーション，スポーツ，趣味の活動と施設 72　（ユ0．8＞ 265　（39．6）
19．商品の質，適正な価格，店舗，コマーシャルなどの消費環境 99　（14．8＞ 262　（39．2）
20．艶かな住宅・個室のある住宅・公共住宅の整備などの住　ぞに関すること
119　（17．8）．289　（43．2）
21．法律相談，健康，教育の相談，商品の苦情処理など 100　（14．9） 297　（44．4）
22．市・県・国などの行政の情報公開，住民参加陳情など 121　（18．1） 246　（36．8）
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（
）は％
どちらともいえない あまり重要でない ほとんど重要でない D．K．
?
！． 60　（9．0） 31　（4．6） 17　（2．5）21　（3，1） 669　（100．0）
2． 138　（20．6） 39　（5．8） 14　（2．1＞ 26　（3．9）669（100．0）
3． 76　（11．4） 20　　（3．0） 9　（1．3） 36　（5．4） 669　（100，0）
4， 40　（6．0） ！3　（ユ．9） 3　（0．4） 25　（3．7） 669　（100．0）
5． 33　　（4．9） 8　（1．2） 4　（Q．6） 27　　（4．0） 669　（100．0＞
6． 71　（10，6） 21　（3．1） 13　（1．9）28　（4．2） 669　（100．0）
7． 83　（12．4） 15　（2．2） 12　（1．8） 28　　（4．2） 669　（100．0）
8． 65　（9．7） 9　（1．3＞ 8　（1．2） 27　（4．0） 669　（100．0）
9． 57　（8，5） 12　（1．8）ユ4　（2．1） 32　（4．8） 669　（100，0）
10． 178　（26．6） 72　（10．8） 31　（4．6） 35　　（5．2） 669　（100．0）
11． 58　（8．7） 8　（L2） 3　（0．4） 46　（6．9）669　（100．0）
12． 55　（8．2） 6　（0．9） 4　（0．6） 25　（3．7）669　（100．0）
13， 81　（12．1） 11　（1．6） 4　（0．6） 27　（4．0） 669（100．0）
14． 52　（7．8） 18　（2．7） 5　（0．7） 19　（2．8）669　（100．0）
15． 92　（13．8） 29　（4，3＞ 17　（2．5） 32　（4．8）669　（100．0）
16． 53　（7．9） 14　（2ユ） 5　（0．7） 27　（4．0）669　（100．0＞
ユ7． 177　（26．5） 75　（11．2） 13　（1．9） 29　（4．3＞ 669　（100，0）
18． 199　（29．7） 82　（12．3＞ 23　　（3，4） 28　（4．2） 669　（100．0）
19． 175　（26．2） 80　（12．0＞ 23　（3．4） 30　（4．5） 669　（100．0）
20． 156　（23，3） ．56　　（8．4） 23　（3．4） 26　（3．9） 669　（100．0）
21． 166　（24．8） 57　（8．5） 21「@（3．1） 28　（4．2） 669　（100．0）
22． ！77　（26．5） 66　（9，9） 32　（4．8＞27　（4．0） 669　（100．0）
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表7一（ロ）
（ロ）では，あなた様は下記の項目について，
　　該当する欄に○をつけて下さい．
どの程度みたされていると思いますか？
十分に満た
ｳ　れている
かなり満た
ｳ　れている
1．小・中・高校の教育施設，学校の教育活動 42　（6．3） 302　（45．1）
2．親しめる自然や文化遺跡，自然や伝統文化をまもる活動 13　（1．9） 167　（25．Q）
3．公害の防止，補償 14　（2．1） 146　（21．8）
4．公園，上・下水道，交通の便，広場道路などの生活環境 7　（1．0） 180　（26．9）
5，犯罪，救急措置，工場など安全管理 24　（3．6） 237　（35．4）
6．失業の不安のない職場 27　（4，0） 135　（202）
7．仕事に見合った収入をえられる職業 10　（L5） 111　（16．6）
8．やりがいのある仕事 29　（4．3） 168　（25．1）
9．災害のない職場 36　（5．4） 211　（31．5）
10．地位の上昇の見通しがある仕事 11　（L6） 87　（13．0）
11．医療施設と診断など 29　（4．3） 295　（44ユ）
12．収入の増加，物価の安定などの所得に関すること 2　（0，3） 69　（10，3）
13．医療保険，保育所，身障者などのサービスや施設 12　（1．8） 154　（23．0）
14．年金，定年後の収入，老人施設など老後の保障 7　（1．0） 114　（17．0）
15．職場の人間関係，会社や取引先など仕事上の関係 12　（1．8） 176　（26．3）
16．家族・親戚の人間関係 89　（13．3） 325　（48．6）
17．町内会，PTA，サークルなどの住民の関係 16　（2．4） 140　（20．9＞
18．リクリエーション，スポーツ，趣味の活動と施設 15　　（2．2） 136　（20．3）
19．商品の質，適正な価格，店舗，コマーシャルなどの消費環境 6　（0．9） 139　（20．8）
　静かな住宅，個室のある住宅，公共住宅の整備などの住20．　宅に関すること
29　（4．3） 208　（31．1）
21．法律相談，健康，教育の相談，商品の苦情処理など 8　（1．2） 88　（13．2）
22．市・県・国などの行政の情報公開，住民参加陳情など 7　（1，0） 57　（8．5）
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（）は％
どちらと　も
｢　え　な　い
あま　り満た
ｳれていない
ほとんど満た
ｳれていない D．K． 計
1． 195　（29．1） 87　（13．0） 17　（2．5） 26　（3．9） 669　（100．0）
2． 286　（42．8） 143　（21．4）31　（4．6） 29　　（4．3） 669　（100．0）
3． 237　（35．4） 185　（27．7）53　（7．9） 34　（5．1） 669　（100．0）
4． 141　（21ユ） 243　（36．3） 71　（10．6） 27　（4．0） 669　（100．0）
5． 231　（34．5） 121　（18．1）9　　（2．8） 37　（5．5＞ 669　（100．0）
6。 268　（40．1） 143　（21．4）58　　（8．7） 38　（5．7） 669　（100．0）
7． 257　（38．4） 191　（28，6）7　（10．0） 33　（4．9） 669（100。0）
8． 278　（41．6） 122　（18．2）41　（6．1） 31　（4．6） 669（100．0）
??
247　（36．9） 106　（15．8）30　（4．5） 39　（5，8）669　（100．0）
10． 343　（51．3）133　（19．9） 55　（8，2） 40　（6．0） 669　（100．0）
11． 197　（29．4） 91　（13．6） 19　（2．8） 38　　（5．7） 669　（100．0）
12． 264　（39．5）213　（31．8＞ 91　（13．6） 30　（4．5） 669　（100．0）
13． 272　（40．7）148　（22，1） 52　（7．8） 31　（4．6）669　（100．0）
14． 235　（35ユ） 206　（30．8） 83　（12．4） 24　（3．6） 669qOO．0）
15． 342　（51．1＞ 84　（12．6） 14　（2．1） 41　（6，1）669　（100。0）
16． 191　（28．6） 26　（3．9） 9　（1．3） 29　（4．3）669（｝00・0）
17． 329　（49．2） 113　（16．9）38　（5．7） 33　（4．9）669　（100．0）
18． 265　（39．6）170　（25．4） 50　（7．5） 33　（4．9）669　（100．0）
19． 336　（50．2＞125　（18．7） 26　（3．9） 37　（5．5） 669　（100．0）
20． 218　（32．6） 137　（20．5＞45　（6．7） 32　（4．8） 669　（100．0）
21． 332　（49．6） 164　（24．5）43　（6．4） 34　（5ユ） 669　（100．0）
22． 3ユ5　（47。1） 170　（25．4） 87　（13．0） 33　（4．9） 669　（100．0）
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　（イ）市民の生活要求の構造
　まず，政治意識を構成する意識要素の第一の要素として市民の生活諸領域に関する要求
意識の構造をとりあげる。
　表7でみるように，ここでとりあげた生活ニーズ項目は比較的行政と関連の深い形で表
現され，かつ生活の礫的領域をできるだけカバーできるように工夫されている9
そして，要求意識が重要度と充足度の二要素からなると考え，要求度の強さはこの二要素
の総合と考えるものである。この二要素を総合した結果えたものが表8である。この表で
は市民全体の平均点のみが表現されている。
　これら22項目の生活要求項目はどのような因子に総括できるだろうか。
　総合的なニーズ得点に関して因子分析を行なってみたが，表9をえた。このニーズ得点
の因子分析の結果によれば，22項目は4つの因子に分析的に区分しうる。第1の因子と相
関の高い諸項目の内容からみて，第1因子は「労働とくらし」の因子とよんでおこう。労
働生活において充足をはかるニーズ項目と家計，健康，老後保障という物質的生活のニー
ズの充足が一群のまとまりをもつものとして総括され，この因子はニーズ全体のあり方に
37．7％の寄与率をもち，要求意識でウェイトの大きい位置をしめていることがわかる。以
下，同様にして，表の4つの因子に名称を与えたものである。
　さて，第1因子の「労働とくらし」の因子について1そのニーズのわり方をみてみよう。
表8によると，第1因子に相関の高い8項目のニーズ得点の平均は13．273であり，4因ヂ
中もっとも高いニーズ量を示している。「労動とくらし」の生活領域は，生活体系の基幹に
あり，労働一生活過程とよぶような位置をしめており，したがって人々が与えるこれら諸
項目に対する重要度も8項目平均で4．247ともっとも高いことになっている。さらに不充足
感も3．117となり，第ll因子とともに「やや不満」に近い高さとなっている。しかし，とりわ
け注目すべきは「重要」かっ「不満」である生活領域として「収入と物価安定」など所得
に関する項目と「老後の生活保障」の項目であり，これら項目に対するニーズの高さであ
ろう。「くらし」の不満の大きさに対して，仕事のやりがい，災害のない職場などに充足感
が比較的高いことが注目すべきことのように思われる！3）
　第II因子「充実した施設空間と行政参加」の因子に相関する7項目は，総合的なニーズ
得点としては第1因子，目皿因子よりも低い。
　この因子に相関する生活ニーズ項目は，重要度がそれほど高くない。しかし，リクリエ
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表8　倉敷市民の生活ニーズ構造
重　要　度 不充足度 ニーズ得点ニ　　一　　ズ　　項　　目 平　均 変動係数 平　均 変動係数 平　　均 変動係数
　小・中・高校の教育施設，学校の教1．　育活動
4，23623．2％ 2，58834．6％ 10．899141．3％
　親しめる自然や文化遺跡，自然や伝2．　統文化をまもる活動
3，8352生2 3，01928．9 11．620639．5
3．公害の防止，補償 423420．9
???，
30．0 13．662638．7
　公園，上・下水道，交通の便，広場4．　道路などの生活環境
4，37616．8 3，2983L2 14．574037．3
5．犯罪，救急措置，工場など安全管理 4，497！5．8 2，801 31．912．576834．9
6．失業の不安のない職場 4，28721．7 3，11131．6 13．470440．0
7．仕事に見合った収入をえられる職業 4，25721．2 3，30528．2 14．186537．3
8．やりがいのある仕事 4，34918．7 2，96631．9 12．827136．4
9．災害のない職場 4，37520．3 2，81433．5 12．314239．4
10．地位の上．昇の見通しがある仕事 3，52530．2 3，21326．5 11．245639．8
11．医療施設と診断など 4，30316．9 2，64533．6 11．370637．7
　　収入の増加，物価の安定などの所得12，　　に関すること
4，44416．7 3，50425．1 15．684932．1
　　医療保険，保育所，身障者などのサ13，　　一ビスや施設
4，21718．4 3，11629．8 13．184936．3
　　年金，定年後の収入，老人施設など14．　　老後の保障
4，43818．4 3，37828．3 15．08543 ．8
　　職場の人間関係，会社や取引先など15．　　仕事上の関係
4，02523．7 2，860262 11．420328．8
16．家族・親戚の人間関係 4，36318．1 2，28335．3 9．78435．9
　　町内会，PTA，サrクルなどの住17．　　民の関係
3，55226．0 3，02728．4 10．559033．9
　　リクリエーション，スポーツ，趣味！8．　　の活動と施設
3，43828．2 3ユ6429．4 10．846440．9
　　商品の質，適正な価格，店舗，コマ19．　　一シャルなどの消費環境
3，52328．8 3，04125．9 10．639837．4
　　静かな住宅，個室のある住宅，公共20．　　住宅の整備などの住宅に関すること
3，66127．1 2，93934．1 10．850845．3
　　法律相談，健康，教育の相談，商品21．　　の苦情処理など
3，621 26．53，23025．3 11．641536．2
　　市・県・国などの行政の情報公開，22．　　住民参加陳情など
3，55829．9 3，42925．5 12．168240．4
ニーズ得点＝重要度×不充足度　変動係数瓢標準偏差／平均値
（変動係数の高いものほど階層的地位問のバラツキに偏りがみられ，したがってたとえニ
　ーズ得点の平均価が低くても，特色の層において高いニーズがみられるものである。）
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表9　総合的ニーズ得点の因子分析
第工因子 第H因子 第皿因子 第．｝V因子
労　働　と 充実した施ﾝ空間と行 くらしやす 生活関係
共　通　性
く　ら　し 政参加 い生活環境
6失　　　　　　業 0．73766 0．16441 0．11179 Q．0491401158610
7収　　　　　　入 0．75213 0．08586 0．13448 0．15269 0．61448
8やりがいのある仕事 0．71925 0．01330 0．14473 0．233280．59287
9労　働　　災　害 0．70905 0．11597 0．11726 0．181560．56292
10　地　　　　　　　位 0．55461 0．02049 0．01141 0．35160 0．43177
11医　　　　　　療 0．48504 0．29181 0．19779 0．118780．37364
12収　入　・　物　価 0．68203 0．28033 0．086660．00029 0．55126
14　老　　後　　　保　　　障 0．50187 0．44277 0．15831一〇．15736 0．49775
13社　　会　　保　　障 0．40029 0．49270 0．24220一〇．17332 0．49168
19消　費　　環　　境 0．15060 0．62455 0．08645 0．16181 0．44640
20住　　　　　　　宅 0．12200 0．53876 0．15180 0．21422 0．37409
21相　　　　　　　談 0．15715 0．74624 0．056420．17766 O．61632
22参　　　　　　加 0．05722 0．72833 0．14337 0．07083 0．55932
1教　　　　　　育 0．01541 0．09306 0．62290 0．031490．39789
2　自　然　・　文　化 0．00339 0．07613 0．787720．15376 0．64996
3　公　　　　　　害 0．34084 0．162870．64770一〇．08159 0．56887
4　生　活　　環　　境 0．21244 0．182470．53263 0．04193 0．36388
5安　　　　　　全 0．46209 0．12956 0．48275一〇．03837 0．46483
15　職場人間関係 0．39895 0．24040一〇．04161 0．45764 0．42812
16　家　　　　　　　族 0．17786 0．03021一〇．02532 0．66783 0．47918
17町　　　内　　　会 0．06275 0．26378 0．11784 0．70752 0．58799
18　リクリエーション 0．11215 0．42675 0294360．45242 0．48602
固　　　有　　　値 4，198 2，820 2，298 1，809
寄　　　与　　　率 37．7 25．3 20．6 16．3
一シラン施設や行政との関係には満足しているわけではない。これら項目に2いてはまた
変動係数が高く，階層により要求の高さに格差のある事が示唆されている。
第皿因子「くらしやすい生活環境」については次のようにいえよう。まず，’この因子に
関連する生活諸項目は「労働とくらし」の生活領域に匹敵して重要視されている。そして
また同時にこれら諸項目の充足度も高いとはいえない。とりわけ「公園，上・下水道，交
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通などの生活環境」について，やや不満が目立ち，その重要度の高さとともにニーズ得点
＝要求度の高い項目をなしているといえよう。全体としていえば，「労働とくらし」の生活
領域についで要求度の高い生活領域をなしている。
　第IV因子「生活諸関係」に相関する諸項目は，もっとも充足の度合いが高いものとなっ
ていて，要求度はもっとも低い領域となっている。
　個別的な項目でいえば，倉敷市民にとって今日もっとも大きな要求度をもつ生活項目は
「収入の増大，物価の安定」など現在のくらしの問題と，「老後の収入，施設」など老後生
活の問題，更にもっとも基本的な生活環境である「上・下水道，交通の便，公園など」の
問題となっている，と指摘しておこう。
　（ロ）布民の「社会体制認知」の構造
　我々は次に倉敷市民が現在の日本の社会体制をどのように認知しているのかを解明して
みよう。我々は表10のような9つの設問に対し回答していただいた。
　表11「現在日本の社会体制の認知に関する因子分析」は，この9っの質問の回答に因子
分析を行なった結果である。
　第1因子は，「誰でも目的達成できる社会」，社会保障政策，公正な政治などの諸項目の
相関が高く，一応「政治・政策レベル」の認知と便宜的に名づけておこう。この因子に相
関する諸項目は平均すると50％の人が否定的な認知をしており，他の因子と比較しても，
もっとも否定的な傾向をみせているといってよい。とりわけ「公正な政治」に対して否定
的な回答をする人は67％にも達し，肯定的な認知を示す人は僅かに4．3％でしかないという
結剰、な。ている！4）
　第H因子は，内容からみて「経済生活レベル」の認知と名称をつけておく。ここでも45
％前後の人たちが日本の現体制について否定的な回答をしており，肯定的な回答をする人
は25％以下にすぎない。
　第皿因子は「平和と秩序」の因子と名づけえようが，この因子も平均して44％の人が否
定的な認知を示している。
　全体として，すべての質問において肯定的な認知を示す回答が少なく，否定的な認知が
目立ち，かつ社会体制全体の認知についても42％の人が否定的な反応を示しているという
ことは，戦後日本の自民党政権の長期的安定ぶり，最近の保守復調ぶりと一見そぐわない
印象を与える。
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表10　あなたは現在の日本の社会全体を次の点で肯定，満足しているかどうか，お聞か
　　せ下さい．該当する欄に○をつけて下さい．　　　　　　　　　　　　　（）は％
5 4 3 2 1 0
非て まと大 ど肯い や批 不考 ?常い あ考体 ち定 や判 満え D，
に　る 満え肯 らも 不的 でて か満 足て定 と否 満に あ　い
足 すいし も定 で考 り　る ? 計?
べるて いも あ　え 、』?
き　　い
焉@る
えし
ﾈて
り　が、　い
?? ?
K．?
の いい や　る 的? ? ?
や に い
1．将来に対する不安を抱 6 104 173 197 13539 15 669
く必要がなく，生活が
安定している。 （0．9） （15，5） （25．9） （29．4） （20．2）（5．8） （2．2） （100．0）
2．人々の生活のあいだに 4 99 190 165141 51 19 669
それほどの差がなく，
ほぼ平準化している。 （0．6） （14，8） （28．4） （24．7）（21．1） （7．6） （2．8） （100．0）
3．生活が楽になり，豊か 4 72 217 160130 71 15 669
になっていく。 （0．6） （10．8＞ （32．4）（23，9） （19．4＞ （10．6）（2．2） （100．0）
4．戦争のおそれや，外国 28 100 170 130124 100 17 669
との紛争のおそれがな
く平和に暮らせる。 （4．2） （14．9） （25．4） （19，4） （18．5）（14．9） （2．5） （100．0）
5．犯罪や退廃がなく社会 10 114 148 183155 41 18 669
秩序が維持されている。 （L5） （17．0） （22．1） （27．4） （23．2）（6．1＞ （2．7） （100．0）
6．誰もが努力しだいで目 15 133 202 142 113 45 19 669
的を達成できる社会で
ある。 （2．2） （19．9） （30．2） （21．2） （16．9）（6．7） （2．8） （100．0）
7．国家や社会が人々の生 10 79 170 181 164 43 22 669
活を手厚く保障しよう
としている。 （1．5＞ （11．8） （25．4） （27．1）（24．5） （6．4） （3．3） （100．0）
8．人々の利害や意見がよ 2 27 119 158290 51 22 669
く政治に反映され，公正
な政治が行われている。 （0．3） （4．0） （17．8＞ （23．6） （43。3） （7．6） （3．3） （100．0＞
9．全体として，日本の現 8 136 161 172 11065 17 669
在の社会体制は？ （L2） （20，3＞ （24ユ） （25．7） （16．4） （9．7） （2．5） （100．0）
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表11　「現在日本の社会体制」の認知に関する因子分析
第　1　因　子 第　且　因　子 第　皿　因　子
政治・政策レベル 経済生活レベル 平和と秩序
共　　通　　性
6　目的達成できる社会
T社　会　　保　　障
W　公　正　な　政　治
X社会体制全体
0．70921
O．80678
O．75459
O．68556
0．20166
O．24048
O．26556
O，22474　1
0．09668
O．20103
O．19958
O．32079
0．55300
O．74914
O．67976
O．62340
1生　活　の　安　定
Q　生活の平準化
R　生活の豊かさ
0．40226
O．24921
O．19256
0．63011
O．77774
O．78492
0．28330
O．07694
O．20844
0．63912
O．67290
O．69663
4平　　　　　　和
T社　会　　秩　　序
0ユ6712
O．26309
0．19574
O．15121
0．83045
O．75371
0．75590
O．66016
固　　　有　　　一
潤@　　与　　　率
2．55141
@42．3
1．89872
@31．5
1．57985
@26．2
　いずれにしても，本調査の関心の基軸である政治について，倉敷市民の認知はきわめて
否定的なものである事が印象深い，とまとめられよう。
　（ハ）政治的路線選択の価値基準
　政治意識を構成する第三の意識要素として何らかの政治的価値についての意識が問題と
されなければなるまい。私たちはここで表12のような質問を行なってみた。
　表13はこの9つの設問に対する回答の因子分析の結果である。
　第1因子に相関する諸項目は，いずれも現憲法下において制度化され，政治的理念とし
て掲げられている原則だとしてよいだろう。したがって，これらに相関する第1因子は，
「政治的理念重視」の因子と名づけておこう。これら相関する諸項目については，政治的
文脈の中ではこれのラジカルな実現を是とする「護憲的運動」とその修正を目ざす「改憲
的運動」の対抗関係が存在するところがらいえば，これを重視する態度は「護憲的な態度」
と考えてよいように思われる。それぞれの設問について60％をこす多数の人々がこの第1
因子に関する諸項目を重視している，と答えている。
　第H因子に相関する諸項目はいずれも国家の基本的路線に関する問題であり，これらの
諸項目を第1因子，第二因子の諸項目よりも重視するとすれば，その態度は「国家的立場
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表12
　候補者や政党を選ぶときに次のような点を考えることが大事だという意見があります．
あなたが実際に投票するとき，これらの考え方をどの程度重視して選んでいるか教えて
下さい．
非す ま　る あ　し ま視常る ? ま　な つ　し
に 重 り　い たな D．K．
?
重 視 重 く　い
視
?
視 重
1．公約していることが正義にかなっており 135 238 172 64 60669
清潔であるから。 （20．2） （35．6）（25．7） （9．6） （9．0） （100．0）
2．基本的な立場が保守である（又は革新で 80 225 216 62 86 669
ある，又は中道である）から。 （12．0） （33．6） （32，3） （9．3） （12．9） （100．0）
3．民主主義の立場を積極的にまもり，擁護 159 249 141 39 81 669
することに熱心である。 （23．8） （37．2）（2L1） （5．8） （12．1） （100．0）
4．地元や支持者個入のためになるよう働い 118 225174 79 73 669
てくれる。 （17．6） （33．6） （26．0） （11．8）（10．9） （100．0）
5．何よりも日本の平和をまもろうとしてい 249 222 98 22 78 669
る。 （37．2） （33．2） （14．6）（3．3） （1L7） （100．0）
6．一般の勤労者の福祉やくらしを第一に考
@え，公約しているしそのために努力して
@いる。
　220．
i32．9）
　243
i36．3）
　97
i14，5）
34
i5。1）
　75
i11．2）
　669
i100．0）
7．日本の国益を第一に考え，国の経済力， 121 249 166 54 79669
政治力をたかめるよう努力している。 （18ユ） （37。2） （243） （8．1） （11。8） （100．0）
8．基本的な立場が資本主義擁護である（又 76 183 244 78 88 669
は社会主義を目指す，又は第三の道を目
wす）から。 （11．4） （27．4） （36．5） （11．7）
（13．1）． （100．0）
9．経営者団体，商工団体，労働組合，農協， 58 134 208 185 84 669
宗教団体など自分のかかわる団体が支持
ｵているから。
（8．7） （20．0） （31．1）（27ユ） （ユ2．5） （100．0）
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表13　政治的路線選択の価値基準についての因子分析
第　1　因　子 第　n　因　子 第　皿　因　子
政治理念重視 国家的立場重視 個別利害重視
共　　通　　性
1　清潔な政治重視
R　民主主義擁護の立場
T　平　和　　主　　義
U　勤労者福祉の優先
0．74385
O．57375
O．69121
O．81933
0．18141
O．51762
O．39483
O．04363
0．14751
|0．00652
|0．09290
O．16331
0．60799
O．59715
O．64230
O．69987
2　保・革・中道の選択
V　国　益　の　優　先
W　体　制　の　選　択
0．17393
O．39873
O．10270
0．66488
O．56472
O．86001
0．28159
O．02156
O．13291
0．55161
O．47836
O．76784
4　地元利害の重視
X　帰属団体の支持決定重視
0．33203
|0．12996
一〇．00569
O．3ユ102
0．77666
O．72094
0．71347
O．63337
固　　　有　　　値
?@　　与　　　率
2．35849
@4L4
2．05599
@36．1
1．27748
@22．4
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　L幽．重視」の態度と一応名づける・事ができよう。
　これらの諸項目を重視する人は「国益の優先」では45％で，重視しない33％の人よりも
多いが，他の二つにおいては，必ずしも重視しない人より多数ではなく，いずれにしても，
過半の人の態度となってはいない。
　第皿因子は，自己が属する個別的な集合体の利害を重視する態度にかかわると考えられ
よう。したがって，これを，「個別的利害重視」の因子と名づけておく。これに相関する項
目では「地元利害」について重視する人は50％強の人の態度となっているのに対し「特定
帰属組織の支持」については59％が重視しないと答えていて，この二項目はこの因子にと
もに相関するが，内容的には，地元や個人に利益をもたらす事を多くの人が重視し，同時
に多くの人が所属する組織の決定によって動員される事に消極的ではあるが，しかし，こ
の態度を二項目について積極的にもつ特定の人もありうるだろうと推定されえよう。いず
れにしても，この二項目の相関は高い。
　全体としてみれば，第1因子に示される「政治的理念を重視する態度」が多数者の態度
であると同時に，地元利害（コミュニティ・インタレスト），国益（ナショナル・インタ
レスト）重視が多数者の態度をなしている，とまとめることができよう。
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表14次のような意見がありますが，あなたはどう思いますか？
　　　該当する欄に○をつけて下さい． 下段の数字は％
4 3 2 1 0
ま　り
?
あ　な 全い ．わ
つでｽあｭ　る
???
ま　い??
??? ?? D． ?
?? ?? ?? ?? ? K．
? ? ? ?
い
1．今の政治には，われわれ一般の 197 296112 21 31 12 669
人間が何をしても影響を与える
ことができず無駄だ。 29．4 44．216．7 3．1 4．6 1．8 100．0
2．政治経済のことは，国民の手の 3Gl 270 66 9 12 11 669
とどかないところで決められて
いて，わかりにくいことが多い。 45．0 40．4 9．9 1．3 1．8 L6 100．0
3．今の政治は，力の強いグループ 358 233 44 8 15 1ユ 669
が結局自分たちの利害や主張を
押し通して行く政治だ。 53．5 34．8 6．6 1．2 2．2 1．6 100．0
4，今の政治は，金や権力欲のため 290 238 88 10 32 11 669
に非道徳的な事をしても通用す 「
る政治だ。 43．3 35．6 13．21．5 4．8 1．6 100．0
5．今の政治は，結局，公正な事を 205 241 141 26 44 12 669
しているようで，国民をだまし
ている政治だ。 30．6 36．021．1 3．9 6．6 1．8 100．0
6．皆それぞれ自分の利害だけ考え 163 26G156 32 44 14 669
ているので，われわれ一般の人
間の味方になる人たちはいない。 24．4 38．9 23．3 4．8 6．6 2．1 100．0
　（二）政治的疎外感の構造
　次に我々は，今日，人々が政治に対してどのような疎外感や無力感を抱いているのかを
表14のような設問によって調べてみた。単純集計のかぎりでいえば，どのような設問につ
いても60％以上90％弱の人が「そう感ずる」と何らかの疎外感を肯定しているのである。
こうして広く今日政治に対する疎外感が禰漫していることがわかる。中でも80％以上の人
が肯定している事は，「今の政治が利害闘争の中で力の強いものが勝つ」政治だという点
であり，また「政治・経済は国民の手のとどかないところで決められている」という点で
ある。
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表15
?
1　因　子
?
H　因　子
±
?
信　　感 無 力　　感
－、 通 性
??????」???　　害　　闘　　争
@　敗　　政　　治
@　論　　操　　作
ｭ治的連帯感の喪失
0．80301
O．88252
O．77081
O．62233
0．27355
O．18192
O．35793
O．43458
0．71965
O．81193
O．72226
O．57616
???有効性感覚の喪失
?ﾍの疎外感
0．24983
O．30322
0．86010
O．81146
0．80219
O．75041
?
有　　　値 2．55947 1．82314?
与　　　率 58．4 41．6
　さて，因子分析をしてみると，表15の示すように2つの因子に総括できるようである。
第1の因子は，今の政治は権力の強いものが自己の利害を押し通すもの，金や権力のため
に非道徳な事でもするもの，それぞれ自分の利害だけ考えており，国民をだましている，
などの項目の相関が強い。これらは政治的不信感ともいうべき内容であると判断し，「不信
感」の因子と名づけておこう。それに対して第ll因子は，何をやっても無駄，政治は国民
の手のとどかないところで動く，という項目の相関が強く，このような態度は有効性感覚
の喪失という事に他ならない。ここでは第ll因子を「無力感」の因子と名づけておこう。
　先に社会体制についての否定的消極的認知がきわだっていた事についで，ここでも「不
信感」「無力感」が市民の圧倒的多数の態度を形成している事を指摘せざるをえない。
　さて，これまでの分析を小括しておこう。内容的には単純集計のレベルにとどまるが，
市民の政治態度は次のように要約できよう。
　（1）倉敷市民の生活ニーズ構造では，「労働とくらし」に関する要求意識がニーズ構造の
中でも基軸にあり，特に，収入とくらしの安定，老後生活の保障が重要性，切実さの点で
きわだつ要求となっている。また，生活環境に関する要求も強く，特に「公園，上・下水
道，交通の便」などについての基礎的生活環境要因にニーズが強くみられた。しかし，第
H因子，なかでも行政に対する参加要求などは必ずしも強いものとは意識されていないよ
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うである。
　家族，住民，職場などの人間関係，働きがいのある仕事などが，市民の満足の高さを構
成する要因であることが伺われる。私的な生活領域で満足し，公共的なものが重要な生活
領域で不満をもっているというような要求意識のあり方をしている。
　（2＞そして，社会体制についていえば，社会の政治・政策レベルに対して否定的な認知
が顕著である。特に「公正な政治」が行なわれていないとする入が67％にも達している。
　（3）では，現在，人々が政党を選択し政治的路線を選択するときに，どのような価値基
準を重視しているか。現行憲法に制度化された政治理念を重視する態度が60％の人々によ
ってもたれているが，同時にナショナル・インタレスト，地元インタレストなどの重視も
多数の人々の価値態度を形成している。
　（4）更に，政治的態度として注目すべきは，政治的な不信感，無行感が広く市民の中に
禰漫しているという事実であった。
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　〔註〕
（1）属性に関する調査の設問と回答の単純集計は次の通りである。
大変失礼ですが，まずあなた様の年齢，職業などについて教えて下さい．
あなた様は現在おいくつですか？
表1－1　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　表1－2
?
????????????????????????????????????????????????????????????????????????
??
??
?????
??
??
???
???
?
??????????????????????????????????????????????????????????????????????????????????????????????????????????????????????????????????????????????????????????????????????????????????????????
??
??????? ?? ??????????????????
??
???
年　齢 実数
?
　20代
@30代
@40代
@50代
U0代以上
96
P74
P70
P52
V7
14．3
Q6．0
Q5．4
Q2．7
P1．5
計　　　669 100．0
　文中では上表のように再
．コードしたものを利用して
いる．
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あなた様の主たる職業の収人は年間税込みでおよそどの位ですか？
下記の表に○をつけて下さい．（仕送りの方は仕送り額）
表2－1　　　　　　　　　　　　　　　　　　　表2－2　世帯主年収
実数
?
25万未満 10 1．5
25～　75万未満 13 1．9
75～125万未満 24 3．6
125－175万未満37 5．5
175～225万未満77 1L5
225～275万未満61 9．1
275～325万未満94 14ユ
325～375万未満65 9．7
375－425万未満74 11．1
425～475万未満45 6．7
475～525万未満41 6．1
525～575万未満25 3．7
575～625万未満27 4．0
625～675万未満11 1．6
675～725万未満16 2．4
725～775万未満 5 0．7
775～825万未満4 0．6
825～875万未満6 0．9
875～925万未満3 0．4
925～975万未満2 0．3
975万以上 8 1．2
D．K． 21 3．1
? 669 100．0
実数
?
225万未満 161 24．1
225～325万未満155 23．2
325～475万未満184 27．5
475～625万未満93 13．9
625万以上 55 8．2
D．K． 21 3．1
? 669 100．0
文中では上表を用いている．
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あなた様の勤め先の規模は本社を含めてどの位ですか？　次の従業員数表の該当する番
号に○をつけて下さい．自分で経営なさっている方や農業，自営業の方はその使用人数
でお答え下さい．
表3－1　　　　　　　　　　　　　　　表3－2
企　　業　　規　　模 実数
?
1．家族従業者のみ 75 11．2
2。　　1～　　4人 54 8．1
3．　　5～　　29人 92 13．8
4．　30～　　99人 55 82
5．　100～　　299人65 9．7
6．　300～　　999人63 9．4
7．1，000～4，999人52 7．8
8．5，000～9，999人40 6．0
9．！0，000人以上 77 11．5
10．公　・　富　庁 44 6．6
11．わ　か　ら　な　い 7 1．0
無　　回　　答 45 6．7
? 669 100．0
企　　業　　規　　模 実数
?
家族従業者と1－4人
@5～　　29人
R0～　　299人
R00～4，999人
T，000人以上と公・官庁
增@か　ら　な　い
ｳ　　　回　　　答
129
X2
?Q0
P15
P61
@7
i
19．3
P3．8
ﾊ7．9
P7．2
Q4．1
P．0
U．7
? 669 100．0
文中では上表のように再コードしている。
あなた様の最後にでられた学校は次のうち何ですか？
該当する番号に○をつけて下さい．
表4－1
実数
?
　　1日需ll尋常ノ」、学才交・！］、学†交尋常01．　　科・国民学校初等科
36 5．4
　　1日帯11高等ノ」、学ホ交・づ・学非交高等；02．　　科・国民学校高等科
85 12．7
　　旧制高等女学校・中学校・師03．　　範学校・実業学校
47 7．0
旧制高校・高専・高等師範学
04．校・大学子科・大学専門部・ ユ9 2．8
大学高等師範部・女子大学校
05．旧　制　大　学　　（学　部） 4 0．6
12．新　　制　　中　　学　　校 98 14．6
13．　新　　　　　｝倒　　　　　高　　　　　右交 264 39．5
14．新　制　短　大　・　高　專 8 1．2
15．新制大学（大学院を含む） 99 14．8
20．そ　　　　　の　　　　　他 8 1．2
D．K． 1 0ユ
? 669 ユ00．0
表4－2　学歴
実数
?
旧制尋常小学校
小学校尋常科 36 5．4
国民学校初等科
中学校程度 183 27．4
高　校　程　度 311 46．5
短大・高専程度 27 4．O
大　学　程　度 103 15．4
そ　　の　　他 8 1．2
D．K．
?
0．1
? 669 100．0
文中では上表を用いている．
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あなた様の現在の職業は何ですか？
下記の表の中から一つ選んで番号を回答欄に記入して下さい
表5－1　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　、1
職　　　　　　　業 実数
?
職　　　　　　業 実数
?
1．農林漁業従事者 38 5．7 30．文　　芸　　家　　等 1 0．1
2．会社団体の経営者・役員
R，小　　売　　店　　主
39
P9
5．8
Q．8
　他に分類されない31．　専門的技術的職業従事者 30 4．5
4．卸　　売　　店　　主 6 o．9 32．管　理　的　公　務　員 14 2．1
5．飲　　食　　店　　主 6 0．9 33．その他の管理的職業従事者 48 7．2
6．技　　　　能　　　　工 72 10．8 34．事　　務　　従　　事　　者 34 5．1
　生産工程作業．者7．　及び単純作業者 91 13．6
35．その他の法務従事者
R6，記　　　　者　　　　等
? ?
　定置機関・建設機械8．　運　転　作　業　者
4 0．6 37．車　　　　　　　　掌
R8．商品販売従事者
???．?
9．電　　気　作　業　者 10 1．5 39．販売類似職業従事者 6 0．6
　他に分類されない10．　単　純　作　業　者 8 1．2 40．集　　　　金　　　　人 2 0．3
11．科　　学　　研　　究　　者 3 0．4 41．植　　　　木　　　　職
o Q
42．運輸・通信従事者 39 5．812，公　　認　　会　　計　　士 0 0
43．採鉱　・採石作業者 2 0．313．医　　　　　　　　　師 2 0．3
14，歯　　科　　医　　師 1 0．1 44．郵便　・電報外務員
1 G．1
15．薬　　　　　　　斉U　　　　　　自面 0 0 45．土木工事作業者等 10 1．5
16．裁　　判　　官　　等 0 0 46．鉄道線路工事作業者
1 0．1
17．大．　　学　　．教　　　員 1 0．1 47．清　　　　掃　　　　　員
1 Q．1
18．獣　　　　医　　　　師 0 0 4瞬の儀の攣さが馨 16 2．4
19．技　　　　術　　　　者 47 7．0 49．サービス職業従事者 32 4．8
20．医療保健技術者 2 0．3 50．家事サービス職業従事者 0 0
2L船　　　　長　　　　等 2 0．3 51，自　　衛　　隊　　員 0 0
22。航　空　操　従　士　等 0 0 52．警　　　　　　　　官 1 0．1
23．教　　　　　　　　員 10 L5 53．無　　　　　　　　業 34 5．1
24．宗　　　　教　　　　家 2 0．3 54．学　　　　　　　　　生 7 1．0
25，保　　　　　　　　母 0 0 不　　　　　　　　　明 2 0．3
26．社会福祉事業専門職員 0 0
27．個　　人　　教　　師 1 0ユ
28．美　　術　　家　　算． 2 0．3
29．音　　楽　　家　　等 0 0 計 669 100．0
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あなた様の上記の職業は次の表のうちのどれにあたりますか？
番号に○をつけて下さい．
　　　表5－2、
従　　　業　　　上　　　の　　　地　　　位 実数 ％
1．被雇用者（傭われて給与をもらっている人） 453 67．7
2．経営者・役員（専務など） 58 8．7
3．雇人のある自営業主・農家（雇人がユ～4人までの方） 28 4．2
4．雇人のない自営業主・農家 70 10．5
5．家族従業者 17 2．5
D．K． 43 6．4
? 669 100．0
　表5一ユ，5－2は本文中で直接に利用することはしていない．上記二表を組み合せて
いわゆる階級・階層のカテゴリーに再コード化したものを本文中で用いている．
　表5－3職業階層区分がそれである．これらのカテゴリーで1ケタのサンプルしかえら
れなかったものは分析の中ではふれていない．本文の分析の結論から明らかなように実態
としては，表のような階級が構造化しているとはいえないのではないかと思われるが，こ
れら諸階層のカテゴリー化は実際のサンプルの分類にはかなり困難な点もあるが，現実分析
には有効であると確信している．
表5－3　職業階層区分
階　　級　　区　　分 実数
?
階　　級　　区　　分 実数
?
A．資本家階級＝（1）＋（2）＋（3） 80 12．0 D．労働者階級罵（8）～（15）467 69．7
（1）個　　人　企　業　主
i2）会社役員と管理職員
i3）管　理　的　公　務　員
???0．9
X．0
Q．1
　　軍人　・警官　・B．（4）　　保安サービス員
1 0．1
C．自営業者層＝（5）＋（6） 98 14．6
上層サラリーマン層＝（8）＋（9）
i8）そ　の他の管理職
125
S4
W1
R4
Q30??????
18．7
U．6
P2．ユ
Tユ
R4．3
O．1
R4．2
U．5
R．4
R．1
T．1
（5）自　　営　　業　　者
ia）農林漁業従事者o（b）鉄工運通従事者　．（c）販　売　従　事　者｛（d）サービス職業従事者（6）専門的技術的職業従事者（7）上記のうち家族従業者
87
R7
P8
Q4???
ユ3．0
T．5
Q．7
R．6
P．2
P．6
P．8
分　　類　　不　　能 ユ1 ユ．5
総　　　　　　　計 669 一
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（2）　「国民生活選好度調査」昭和51年，の調査方法を要約した形で踏襲している。
（3）生活要求の特質については，拙稿「生活満足感と中流意識1，II」岡山大学経済学
　会雑誌／5巻3号，4号，昭和58年12月，昭和59年2月，で詳しく論じたことがある。
（4）このような現代日本の政治に対する極端に否定的な認知は，私の行なった，ここ数
　年の調査のすべてにみられてきたものである。
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